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〔企画の趣旨〕 
 
働き方改革への社会の関心が増大するなか、病院をいかに魅力ある職場にするかは喫緊

の課題である。 
公益財団法人日本医療機能評価機構では「職員やりがい度調査」のシステム提供により、参

加病院のベンチマーク、情報共有を支援している。本事業に積極的に参加し、経営の質改善

にも活用している３病院の取り組み事例を発表していただき、活用の状況、課題、今後の方

向性などについて討議する。 


